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はちまん

八幡神社（中居谷）の境内から繰り出す神輿、牛鬼連

広 報
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〇あなたの声から始める町づくり

021世紀の安定した生活基盤づくり

〇やさしさと思いやりのある町政
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今
月
号
の
主
な
内
容

●町報
・道の駅オープンのお知らせ…………… 2
・グラフで見る健診結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・...4 
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●森林組合だより
・乾ししヽ たけの戻し汁の効用・・・・・・・・・・・・・・・13
●公民館報
•第12回熱き風心を開く人権集会……14
・スポレク県大会優勝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
●社協だより
・老人クラブ運動会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

ーー 月
町民の動き

人口 …3,174人(+4) 

男 … 1,529人(+4) 

女 ・・・1,645人( 0) 

世帯数
…1,086世帯(+1) 

（平成13年10月31日現在）

今
年
の
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
、
来
る
年
の
豊
作
を
願
っ
て
、

10

月
2
8
日
、
八
幡
神
社
（
中
居
谷
）
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
暴
風
雨
で
し
た
が
、
神
事
の
あ
と
牛
鬼
や
ダ
イ

バ
ン
、
神
輿
も
繰
り
出
し
、
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と

「ブ
ォ

ー」

と
い
う
牛
鬼
の
吠
え
る
声
が
静
か
な
森
の
境
内
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
八
幡
神
社
は
平
成
8
年
に
改
築
さ
れ
、
牛
鬼
や
神
輿
は
同
年
、

地
几
の
方
の
手
作
り
で
新
調
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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12月1日 オープン

肱川町道の駅 清流の星ひじかわ

一、

平
成

12
年
度
か
ら
建
設
を

進
め
て
い
ま
し
た
、
肱
川
町

道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ
か

わ
」
が
完
成
し
、
来
る

12
月

1
日
山
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。こ
の
施
設
は
、
農
業
経
営

構
造
対
第
事
業
と
し
て
整
備

を
し
た
総
合
交
流
拠
点
施
設

（
農
産
物
直
売
所
、
物
産
品

販
売
所
、
交
流
室
、
レ
ス
ト

ラ
ン
）
、
町
単
独
事
業
と
し

て
整
備
を
し
た
、

2
棟

5
店

舗
の
商
業
集
積
施
設
、
愛
媛

県
の
事
業
主
体
に
よ
る
道
路

情
報
施
設
、
ト
イ
レ
な
ど
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
駅
の
特
徴
は
、
県
内

で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

農
業
及
び
交
流
関
連
施
設
と

商
業
者
の
集
積
施
設
が
エ
リ

ア
を
形
成
し
た
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
肱
川
町
の
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
で
は
、
栗
、

し
い
た
け
を
始
め
地
域
の
新

鮮
な
野
菜
の
他
、
手
作
り
ア

イ
ス
の
販
売
等
を
行
う
こ
と

に
し
て
お
り
、
す
で
に

4
部

会
か
ら
な
る
「
清
流
の
里
ひ

じ
か
わ
」
野
菜
等
出
荷
組
合

を

8
月

1
日
に
設
立
し
、
組

総
事
業
費

約
4
億
5
千
万
円

建
設
地
肱
川
町
大
字
宇
和
川

3
0
3
0
番
地

ー

施

設

概

要

1

合
員

1
3
0
人
に
よ
り
出
荷

体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま

す。
こ
の
組
合
に
は
、
入
会
金

3
千
円
及
び
年
会
費

2
千
円

を
払
い
込
め
ば
い
つ
で
も
入

会
で
き
ま
す
の
で
、
出
荷
を

考
え
て
お
ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
入
会
く
だ
さ
い
。

一
方
、
商
業
集
積
施
設
に

は
町
内
の
商
業
者

5
店

舗

（
ス
ー
パ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、

喫
茶
店
、
美
容
・
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
コ
ン
ビ
ニ
・
酒
店
）

が
出
店
し
、
道
の
駅
で
生
活

必
需
品
が
調
達
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
肱
川
の
流
れ
が
一

望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

本
格
的
な
中
華
料
理
と
利
食

が
味
わ
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道の駅に関するお問い合わせは

電話

ファックス

34-2700 

34-2730 

（株）清流の里ひじかわ まで

事
業
別
事
業
量

•
総
合
交
流
拠
点
施
設

木
造
平
屋
建
3
棟

7
3
5
面

地
域
食
材
供
給
施
設

1
棟

2
8
6
面

産
地
形
成
促
進
施
設

1
棟

3
1
6
面

交
流
施
設1
棟

l
3
3
而

・
商
業
集
積
施
設

鉄
骨
平
屋
建
2
棟

8
3
7
面

3
店
舗

3
6
9
而

2
店
舗
4
6
8
面

A
棟
B
棟

敷
地
面
積

約
1
.
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
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合併検討委員会の参加者

10
月

31
日
、
肱
川
町
公
民
館
で
、
第
2
回

1
0
0
人
検

討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
県
の
担
当
職

員
か
ら
愛
媛
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見

・
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問

1
内
子
町
・
五
十
崎
町
が
参

考
パ
タ
ー
ン
の
方
を
選
択

し
、
基
本
パ
タ
ー
ン
か
ら
は

ず
れ
る
よ
う
な
場
合
の
組
み

合
せ
（
参
考
パ
タ
ー
ン
）
の

数
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

、
~
。
力

回

答参
考
パ
タ
ー
ン
以
外
に
も

市
町
村
が
独
自
に
組
み
合
せ

を
考
え
て
も
か
ま
わ
な
い
の

で
、
最
終
的
に
パ
タ
ー
ン
の

数
は
い
く
つ
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。

質
問

2
合
併
し
た
場
合
の
各
市
町

村
の
資
産
と
負
債
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
す
り
合
わ
せ
は
ど

う
な
る
の
か
。

回

答法
定
の
合
併
協
議
会
が
成

立
し
た
時
点
で
、
合
併
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
質
問

3
基
本
パ
タ
ー
ン
も
参
考
パ

タ
ー
ン
も
選
挙
区
が
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

』

0
ヵ

市
町
村
合
併
を
考
え
る

鵡
回
直
諏
遷
屈
匹＂共u
@

回

答今
回
の
パ
タ
ー
ン
は
選
挙

区
の
面
か
ら
考
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
検
討
委
員
会

で
地
域
の
意
見
も
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
の
で
、

1
つ
の
目
安

ど
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
た

ヽ
゜
、,＞質
問
4
合
併
後
、
建
物
は
建
て
な

い
な
ど
の
申
し
合
わ
せ
も
合

併
協
議
会
の
中
で
す
る
の

~

゜

力回

答合
併
協
議
会
で
は

10
年
後

ま
で
の
計
画
を
立
て
る
の

で
、
そ
の
中
で
決
定
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

立
て
ら
れ
た
計
画
ど
お
り
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
は
「
地

域
審
議
会
」
の
中
で
審
議
さ

れ
る
。

質
問

5
合
併
を
し
な
い
と
交
付
税

が
少
な
く
な
る
が
、
ど
の
く

ら
い
減
ら
さ
れ
る
の
か
。

回

答明
確
に
数
字
は
言
え
な
い

が
、
今
後
増
え
る
こ
と
は
な

い
と
想
像
は
で
き
る
。

在宅長期療養者訪問

質
問
6
県
の
合
併
に
つ
い
て
、
例

え
ば
四
国

4
県
が
一
っ
に
な

る
な
ど
の
意
見
も
出
て
い
る

が
ど
う
か
。

回

答今
後
、
市
町
村
合
併
が
進

ん
で
い
く
と
、
将
来
的
に
は

県
レ
ベ
ル
で
の
合
併
の
声
も

出
て
く
る
。
今
の
段
階
で
は
、

道
州
制
（
県
の
合
併
）
に
つ

い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な

.ヽ,.
0
 

し

今
後
、

1
0
0
人
委
員
会
、

議
員
、
職
員
に
よ
る
検
討
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
会
を
進

め
て
い
き
ま
す
が
、
広
報
で

順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予

定
で
す
。

市
町
村
合
併
は
私
た
ち
の

将
来
を
決
め
る
大
切
な
問
題

で
す
か
ら
、
1
人
1
人
真
剣

に
と
ら
え
て
み
ん
な
で
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
意

見

・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

．

ら
、
役
場
創
造
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

9
月
17
日、

27
日、

10
月

2
日
に
、
在
宅
で
長
期
療
養

さ
れ
て
い
る
方
を
町
長
が
訪

肉
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
優
し
く
声
を
か

け
な
が
ら
お
話
を
伺
い
、
心

ば
か
リ
の
お
見
舞
い
の
品
を

贈
リ
ま
し
た
。

町
長
の
訪
閤
を
ど
な
た
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
介
護
を
さ
れ

て
い
る
ご
家
族
の
長
年
の
ご

苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
、
自
分
の
身
体
も
い
た
わ

リ
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
激
励
し
ま
し
た
。

の
方
を
町
長
が
訪
問

う
そ
お
大
事
に

31広報ひじかわ 224号



肱
川
町
で
は
高
血
圧

・
心

臓
病
・
糖
尿
病
・
高
脂
血

症
・
肝
臓
病
等
の
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
基
本

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
町
内
の

14
会
場

で
8
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
健
診
を

受
け
ら
れ
た
方
の
結
果
を
グ

ラ
フ
に
表
し
、
そ
の
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象
者

1
,
3
5
6
人
の

う
ち
受
診
さ
れ
た
の
は
、
男

性
l
4
9
人
、
女
性
2
8
4

人
、
計
4
3
3
人
(
3
2
.
2
%）

で
し
た
。

成
人
病
健
診
受
診
者
は
、

過
去
3
年
間
は
毎
年
増
加
し

て
い
ま
す
。
（図
l
)

〈
受
診
率
の
内
訳
〉

受
診
率
は
、
ど
の
年
代
で

も
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に
多

く
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ

受
診
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
の

40
代
で
は
、

男
性
が
約
騎
％
、
女
性
が

15
％
と
、
最
も
受
診
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
は
、
こ
の
年

代
か
ら
の
受
診
が
効
果
的
で

す
。
（図

2
)
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受診率を地区別にみると… （図3)

正山 大谷 中央 岩 谷 予子林 中津

検査結果異常の内訳（図 4)

受診率の推移 （図1)

D-D受診率

（ ）受診者
39.6 
37.6 
40.0 

（星こご土召言言
(391) (426) (433) 

H 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年

40 

30 

20 

・・・・・
成
人
病
健
診
結
果
報
告

．．．．． 
受
診
率
を
地
区
別
に
み
る

と
、
中
津
地
区
は

6
割
の
方

が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

正
山
と
中
央
地
区
は
、

2
割

の
方
し
か
受
診
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
（図

3
)

（％） 

50 

年代別受診率 （図2)

47.2 

゜40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 合計

口 循環器疾患

□高脂血症
口検尿異常

□貧血
口高血糖

■肝機能異常
口 腎機能異常

循環器疾患

45% 

高脂血症

15% 

検尿異常 1貧 血 1高血糖 1肝機能異常 1腎椴能異常

12% I 12% I 11 % I 4 % I 1 % 

受
診
者

4
3
3
人
の
検
査

結
果
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た

延
8
0
9
件
の
内
訳
を
見
て

み
る
と
、
高
血
圧
・
心
電
図

異
常
・
眼
底
異
常
な
ど
の

「循
環
器
疾
患
」
が

45
％
を

占
め
最
も
多
く
、
次
い
で
中

性
脂
肪
や

コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル

が
高
い
「
高
脂
血
症
」
が

1
5
%
、
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
・

尿
糖
な
ど
の
検
尿
異
常
が

1
2
%
、
貧
血

1
2
%
、
高
血
糖

1
1
%
、
肝
機
能
異
常
、
腎
機

能
異
常
の
順
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
（図

4
)

高血圧の診断基準（図 5)□正常域□高血圧
最大血圧 （収縮期血圧）mmHg

119以下|1謳叶醤訓嵩訓堺計1180以上
最 79以下 至適血圧

嵐［盟卓 正常血圧

圧 85以上

玩
89以下 正常高値

張
90以上
99以下 軽症高血圧

期 100以上
血 109以下 中等症高血圧

匡 110以上 重症高血圧

(WHOおよびISH,1999年）

分類

〈
血
圧
は
、

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〉

検
診
で
最
も
異
常
の
指
摘

の
あ
っ
た
循
環
器
系
疾
患
の

中
で
も
、
一
番
異
常
が
多
か

っ
た
、
高
血
圧
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

ひ
と
く
ち
に
、
高
血
圧
と

い
っ
て
も
、
血
圧
は
常
に
変

化
し
て
い
て
、
は
っ
き
り
と

正
常
血
圧
と
高
血
圧
の
間
に

境
界
線
を
引
く
の
は
難
し
い

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
血

圧
が

一
定
の
数
値
を
超
え
る

と
、
心
臓
や
脳
な
ど
に
病
気

を
引
き
お
こ

し
や
す
く
な
り

ま
す
。
血
圧
が
こ
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
場
合
を
高
血
圧

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
（図

5
)

2001. 11 14 



加
齢
に
よ
り
、
最
高
血
圧

の
上
昇
が
目
立
っ
て
き
ま

す
。高
齢
者
の
血
圧
は
、
脈
圧

（
最
高
血
圧
と
、
最
低
血
圧

の
差
）
が
大
き
い
こ
と
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
高
血
圧
症
の
大

部
分
は
、
動
脈
硬
化
が
そ
の

原
因
で
す
。

高血圧の割合 （`図 6)

□高血圧
0% 

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

□境界域高血圧
50% 

□正常 __J
100% 

51 21 I 74 
←- I 
19 I 23 | 58 

| 

41 I 27 | 32 
! 

51 I 19 I 30 
← | 

56 I 24 I 20 

肱
川
町
の
高
血
圧
の
割
合

を
年
齢
別
に
見
て
み
る
と
、

40
代
で
は
、
74
％
が
正
常
で

す
が
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
正
常
の
方
は
少
な
く

な
り

、

6
0代

•
7
0代
で
は
、

7
割
の
方
が
、

80
代
以
上
で

は、

8
割
の
方
が
高
血
圧
で

し
た
。
（図

6
)

次
に
多
か
っ
た
高
脂
血
症

に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
高
脂
血
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
〉

高
脂
血
症
と
は
血
液
中
の

脂
肪
分
つ
ま
り
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
い

状
態
を
さ
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
体
に
必
要
な
工

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
多
す

（％） 

100. 

［口境界域忘血圧
80. 

地区別高血圧の状況 （図7)

□高血圧l

60 

40 

20 

全
体
正
山
大
谷
中
央
岩
谷

予
子
林

中
津
小
曾

地
区
別
に
み
る
と
、

予
子

林
は

82
％
の
方
が
高
血
圧
で

最
も
多
く
、
次
い
で
正
山
。

最
も
高
血
圧
の
方
が
少
な
か

っ
た
の
が
、
小
倉

・
中
津
で

52
％
で
し
た
。
（図

7
)

ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
し
、
高
血
圧
や
虚
血
性
心

疾
患
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

加
齢
も
動
脈
硬
化
の
大
き
な

嬰
因
で
す
が
、
高
脂
血
症
に

よ
る
動
脈
硬
化
は
短
期
間
で

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
壁

に
付
着
す
る
た
め
血
栓
が
で

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
状
況
〉

肱
川
町
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
状
況
は
、

1
3
0
以

下
の

「低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

と
2
2
0
以
上
の

「高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
」
を
異
常
者
と

す
る
と
、
男
性
で
は

50
代
で

2
3
%
、
女
性
で
は

60
代
で

18
％
の
人
が
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
一
方
低
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル

に
つ
い
て
は
、

40
代
女
性
の

2
0
%
、
5
人
に
一
人
が
低
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
目
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「食
事

が
不
規
則
」
「
朝
食
抜
き
」

「
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
不
足
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（図
8
)
（図

9
)

〈
健
診
は
受
け
っ
ぱ
な
し
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
〉

健
診
結
果
に
異
常
が
み
ら

れ
て
も
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も

な
い
し
、
す
ぐ
に
ど
う
な
る

わ
け
で
も
な
い
し
…
と
、
放

置
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
健
診
を
受
け
た

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
結
果
か
ら
注
意
す
べ

き
生
活
習
慣
を
ま
ず
知
る
こ

と
、
そ
し
て
少
し
で
も
軌
道

修
正
し
て
い
き
、
健
康
寿
命

を
の
ば
し
、
い
つ

ま
で
も
、

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う。

（％） 

25 

総コレステロール （男性） （図8)

20 

1 5• 

10 

5
 

゜40代 50代 60代 70代 80代

（％） 

25 

総コレステロール （女性） （図9)

20 

15 

10 

40代 50代 60代 70代 80代
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9 特別職の報酬等の状況（平成13年4月1日）
区 分 給 料 月 額 等

町 長 737,000 円
給

助 役 623,000 円

料
収入役 579,000 円

教育長 567,000 円

報
議 長 250,000 円

副議長 198,000 円
酬

議 員 185,000 円

町 長
（年度支給割合）

6月期 1 45月分
期 助 役

12月期 1 7 5月分
収入役

3月期 0 35月分
末 教育長

計 3 5 5月分

手
（年度支給割合）

議 長 6月期 1 45月分

当 副議長 12月期 1 7 5月分

議 員 3月期 0 35月分

計 3 5 5月分

10 部門別職員数の状況と主な増員理由（各年4月1日現在）

こ 職 員数 対前年
主 な増減理由

平成12年 平成13年 増減数

議 会 2 2 

総務企画 20 17 △ 3 新規採用職員の配置替

務 事務事業の見直し税 4 3 △ 1 
般
民 生 公営企業部門への配置16 14 △ 2 

行
衛 生 保健衛生部門の強化3 4 1 

政
農林水産

部
8 8 

商 工 3 3 
門
土 木 5 5 

小 計 61 56 △ 5 

喜喜 教 育 13 14 1 学校教育部門の強化
行門

普通会計 74 70 △ 4 

釣等訊門

水道 2 2 

国保 2 2 

その他 3 3 介護サービス事業

小計 4 7 

ムロ 計 78 77 △ 1 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休

職者などを含み、臨時または、非常勤職員は除いてあります。・

11 定員適正化計画の数値目標および進捗状況等

(1)定員適正化目標（数・率）

介護保険の導入、地方分権等による業務の増が考え

られるが、事務改善等による公務効率の向上等を図り、

モデル定数での対応を目指す。

(2)定員適正化手法の概要

・サンセット方式の導入による事業終了後の自動的

な定員のスクラップ

・委託化できるものについては積極的に民間委託

・職員の資質の向上、事務改善、 OA機器の導入等に

よる公務効率の向上

(3)定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年4月1日現在）

区分
7年 8年 9年 10年 11年 12年 8 ~12 （参考）

計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 年計 散値目標

減員□ 1 2 3 / ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ...................... ............ ト・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

>
増員 1 3 4 8 

差 引 ／ △ 1 1 3 △ 2 4 5 △ 3 

鴫数 56 55 56 59 57 61 53 

（注）計画期間は、 8-12年の5年間である。

［参考〕

区 分
7年 8年 9年 10年 11年 12年 8 ~12 （参考）

計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 年計 教値甘標

減 員

／ 
3 1 1 5 

／ ［ 
．．．．．囀●● ● ● ● ● ●....... ---------------------

増員 1 1 

差 引 ／ △ 3 1 △ 1 △ 1 △ 4 △ 1 

職 17 14 15 14 13 13 16 

靡［ 
減 員

／ 
1 :1/ ．．．．増．．．．．．．．．．．員．．．．．．．．． 

1 

差 引 ／ 1 △ 1 

鴫数 4 4 5 4 4 4 4 

減員

／ 
3 2 1 6 

／ ...................... 

計
増 員 2 2 

差 引 ／ △ 3 2 △ 2 △ 1 △ 4 △ 1 

鴫 数 21 18 20 18 17 17 20 

(4)定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内容（各年4月1日現在）
7年 8年 9年 10年 11年 12年 8 ~12 手法（事由）

区分
計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 年計 の開要

議
減 員口......... ····•···.... ...................... ................... ,....................... 

増 員

会
差 引 ／ 
鴫数 2 2 2 2 2 2 

減 員

／ 
3 1 4 喜総 ................ 鴫"'"""""'"'"""

増 員 2 4 6 

悶畠務
差 引 ／ 2 ．△3 △1 4 2 

職員数 18 18 20 17 16 20 

税
減 員

／ ............... 増 員

務
差 引 ／ 
鵬数 4 4 4 4 4 4 

減員 ／ 1 1 2 
民
／ 

．．．． 
… 5・ 業務増 員 5 

生
差引 ／ △1 5 △1 3 闊
鴫数 13 13 12 17 17 16 

衛
減員

／ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ....................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................. 
増 員

生
差 引 ／ 
職 3 3 3 3 3 3 

減員 ／ 1 1 

! 増 員 ／ 1 1 2 

差 引 ／ 1 △1 1 1 

疇数 7 7 7 8 7 8 

商
減 員

／ ...... ・・・・・・・・・・・・・・ ....................... .. ·········••···•··· ..... ・・・・・・・・・・・・・・ ............ ····•· ........................ 

増員

工
差 引 ／ 
職員数 3 3 3 3 3 3 

減 員

／ 1 1 

； ［ 土 ............ .. .......... 

増員

木
差 引 ／ △1 △1 

職員数 6 5 5 5 5 5 -
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町職員の給与・定員管理等の状況
1 人件費の状況 （普通会計決算）

区分 |l[H：：:：[］歳::： I 実質::I 人：：『円［：り::I11;:A!~：
8 職員手当の状況

12年度
3, 2 04 | 3, 82 5, 9 7 5 | 1 92, 0 83 | 5 1 0, 2 8 5 | 1 3. 3 | 1 4. o 

（注）人件費には、町長など特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。

2 職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 1

職員数

A 

13年度

肱川町

人

給 与 費

給 料 1職員手当 1期末勤勉手当 1 計 B 
千円 千円 千円 千円

71 | 232,388 | 38,839 | 100,751 

（注） 1職員手当には退職手当は含みません。

2給与費は当初予算に計上された額です。

371,978 

1人当り給与費

(B /A) 

千円

5,239 

3 熾員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成13年4月1日現在）

区 分 1 干均給M~:I均和三平：匂年：I干均和;::I二柑：月：干三
263,soo I 307,soo 

区分 肱 JI I 町 国

（年度支給割合） （年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当 6月期 1.45月分 06月分 6月期 1.45月分 0.6月分

12月期 1 75月分 0.6月分 12月期 1 75月分 0.6月分

勤勉手当 3月期 0.35月分 3月期 0 35月分

計 3.55月分 12月分 計 3.55月分 1.2月分

（支給率） 自己都合勧奨・定年 （支給率） 自己都合勧奨・定年

勤続20年 21.0月分 28.875月分 勤続20年 210月分 28875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.5月分 62 7月分 勤続35年 47 5月分 62.7月分

最高限度 60 0月分 62.7月分 最高限度 60.0月分 62 7月分

退職手当 その他加算措置 その他加算措置

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

(2%-20％加算） (2%-20％加算）

退職時特別昇給 退職時特別昇給 1号俸

定年、勧奨退職者 1~2号級

1人当り平均支給額 15,432千円

国 326,100 

3 8. 3 1 21 9, 90 0 | 2 5 7, 40 0 
39.9 I 289,300 

40.3 

47.9 

（注）退職手当の 1人平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支

給された平均額です。

4 職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在）

I 肱 } | | 町 国

区 分
| 決定初任給

採用 2年後
初任給

採用 2年後

過日給料額 過日給料額

般 I大学卒 I 151,800円 163,800円 174,400円 188,900円

行政職 I高校卒 I 141,900円 151,800円 141,900円 151,800円

区 分 全職種

特殊勤務職員全体に占める手当支給職員の割合 2.8% 

手 当 1支給対象職員 1人当りの平均支給年額 1 24,000円

(10年度）手当の種類 税務手当、出納員手当

5口戸三（干1成1!：：4=)
（注） 1経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

採用後の年数をいいます。

2 「-」は、当該経験年数の職員が在職していないことを表しています。

時間外

勤務手当

11年度
支給総額
I 
職員 1人当り支給年額

12年度
支給総額
| 
職員 1人当り支給年額

6 一般行政職の級別職員数の状況（平成13年4月1日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
計

標準的な識務内容 主事 主事 主任主事 係長 課長補佐 課長 課長

職員数 12人 5人 10人 10人 10人 8人 1人 56人

構成比 21.7% 100% 200% 21.7% 11.6% 13.3% 17% 100% 

参 |1年前の構成比 22.8% 19.3% 70% 228% 12 3% 14.0% 18% 100% 

考 |5年前の構成比 16.1% 17.9% 12.5% 303% 107% 107% 1.8% 100% 

（注） 1職員数は、町給与条例に基づく給料表の級区分によります。

2標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7 昇給期間短縮の状況
区 分 合計 一般行政職 技能労務職

職 員 数 (A) 57人 54人 3人

11年度
普通昇給期間 (12-24月）を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員 (B) 

比 一率 (B) / (A) 00% 00% 00% 

職 員 数 (A) 61人 58人 3人

12年度
普通昇給期間 (12-24月）を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員 (B) 

比 一率 (B) / (A) 00% 00% 00% 

7,147千円

104千円

8,300千円

124千円

区分 内 容 国の制度との異同

配偶者・・・・・・・・・・・・・..月額16,000円

配偶者以外

① 2人までそれぞれ6,000円

・職員に扶養親族でない配偶者が

ある場合はそのうち 1人について

扶養手当 6,500円 同

職員に配偶者がない場合は、そ

のうち 1人について11,000円

② ①以外 1人に付き3,000円

満16歳初年度から満22歳年度末までの間

にある子 1人につき 5,000円を加算

自家・・・月額3,500円

住居手当 借家・. . •家賃12,000円以上を支払っている

職員に支給（最高限度額27,000円）

交通機関等利用..•運賃相当額

通勤手当
（最高限度額45,000円）

同
自動車等利用…••通勤距離に応じて定

額を支給
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は
じ
め
ま
し
て
。
私

は
、
歌
と
お
し
ゃ
ベ
リ

が
大
好
き
な
女
の
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で

す
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「
お
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好
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で
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は
じ
め
ま
し
て
、
あ

や
ね
で
す
。

．

い
つ
も
妹
と
、
ま
ま

ご
と
を
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
よ
く
け
ん
か
も

・

す
る
け
れ
ど
、
妹
思
い

i

．
 

の
や
さ
し
い
女
の
子
で

[．
 

す。
よ
ろ
し
く
ね
。

肱
川
町
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
差
別
の

な
い
、
明
る
＜
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
町
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
町
を
め
ざ
し
て
、

「
肱
川
町
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、

9
月
議
会
に
提
案
し
、
議
会
最
終
日
に
可

決
さ
れ
、
平
成

1
3
年
1
0
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
条
例
は

9
月

26
日
に
行
い
ま
し
た
こ
ど
も
議

会
に
お
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
目
的
）

第

1
条

こ

の

条

例

は

、

碁

本
的
人
権
を
尊
重
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
消

す
る
た
め
、
町
及
び
町
民

の
果
た
す
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
人
権

に
関
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
、
人
に
や
さ
し
い
差

別
の
な
い
人
権
尊
重
の
町

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
町
の
責
務
）

第

2
条

町

は

、

人

権

尊

重

の
町
づ
く
り
の
た
め
の
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
町
行
政
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
人
権
に
配

慮
し
、
人
権
尊
重
の
社
会

的
環
境
づ
く
り
と
町
民
の

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
町
民
の
責
務
）

第

3
条

町

民

は

、

相

互

に

人
権
を
尊
重
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
と
人
権
尊
重
の

町
づ
く
り
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

2

す
べ
て
の
町
民
は
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
及
び
人
権
侵

害
に
関
す
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
総
合
的
施
策
の
推
進
）

第

4
条

町

は

、

人

権

尊

重

の
町
づ
く
り
の
た
め
の
施

策
を
、
総
合
的
か
つ
計
画

肱
川
町
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
条
例

肱
川
町
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
条
例
制
定

的
に
推
進
す
る
も
の
と
す

る
。（
啓
発
活
動
の
充
実
）

第

5
条

町

は

、

町

民

の

人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
人
権
関
係
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
、
啓
発
活

動
の
充
実
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
意
識
調
査
等
の
実
施
）

第

6
条

町

は

、

前

2
条
の

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
、
意
識
調
査

等
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。（
推
進
体
制
の
充
実
）

第

7
条

町

は

、

人

権

尊

重

の
町
づ
く
り
施
策
を
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
、
国
、

県
及
び
肱
川
町
同
和
対
策

協
議
会
、
肱
川
町
同
和
教

育
協
議
会
、
そ
の
他
関
係

機

関

等

と

の

連

携

を

図

り
、
推
進
体
制
の
充
実
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第

8
条

こ

の

条

例

に

定

め

る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な

事
項
は
、
町
長
が
別
に
定

め
る
。
附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。
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かわかみ荘臨時職員募集 肱川町嘱託職員募集

1職種

2採用予定人員

3応募資格
(1)昭利42年4月2日以降に生まれた者
(2)平成14年3月31日に高等学校以上の学校を卒
業見込みの者及びすでに卒業している者

(3)パソコン操作ができる者

4勤務条件等
採用期間は平成14年4月1日から平成15年3月
31日までの1年間。

5応募に必要な書類

採用試験受験申込書はかわかみ荘、肱川町役

場創造課及び河辺村役場福祉課にあります。

6申込受付期間
平成13年11月12日（月）～平成13年12月7日（金）
までに、かわかみ荘へ必要書類を提出してく

ださしヽ。

7試験日時、場所及び試験方法

(1)試験日時平成13年12月20日（木）
午前 9時30分から
かわかみ荘会議室

パソ コン実習・面接

事務員（臨時）

1人

(2)場所

(3)試験方法

8採用予定日
平成14年4月1日

9お問い合わせ先
かわかみ荘（匹34-2655)

1職種

2採用予定人員

3受験資格

(1)昭和31年4月2日から昭和58年4月1日

までに生まれた者。

(2)平成13年12月1日現在で、肱川町に住

所を有する者。又は、採用後肱川町内

に居住する者。

4試験の日時及び場所

試験の日時、場所については、申込者に

直接連絡して決定します。

5試験の方法

面接試験

6採用予定日

平成14年1月4日

7受験手続等

(1) 申込受付期間 平成13年11月26日（月）

～平成13年12月7日（金）

申込用紙は、 「役場創造課」

に請求してください。

8お問い合わせ先

役場創造課（匹 34-2311)

(2) 申込方法

運転手（給食センタ ー）

1人

I/ 

ひ
と
冬
を
い
っ
し
ょ
に
過

ご
す
ス
ト
ー
ブ
で
す
。
使
い

始
め
る
前
に
必
ず
点
検
整
偶

を
し
ま
し
ょ
う
。

央
が
つ
き
に
く
か
っ
た

リ
、
変
な
に
お
い
が
し
た
リ
、

少
し
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
使

わ
ず
に
お
店
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所
の

周
リ
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
に

近
す
ぎ
な
い
か
、
棚
か
ら
物

が
落
下
す
る
恐
れ
は
な
い

か
、
安
全
に
使
用
す
る
た
め

の
確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

洗
濯
物
を
干
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

給
油
す
る
と
き
の
注
意
点

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て

失
を
つ
け
た
ま
ま
給
泊
す
る

こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
給

泊
す
る
前
に
は
必
ず
ス
ト
ー

ブ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

給
泊
の
あ
と
は
、
燃
料
タ

ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん

と
閉
め
た
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油

の
入
れ
閻
違
い
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

安
心
は
、

し
っ
か
り
点
検
・
確
認
か
ら

石
油
ス
ト
ー
プ
の

取
扱
い
に
つ
い
て

川上支署

91広報ひじかわ 224号



戦没者等の遺族に対する

特別弔慰金の請求は

平成14年 4月 1日
までです。

■対象者 戦没者死亡当峙の三親等内親族
で、主に次の要件を満たす方に特

別弔慰金が支給されます。

●平成7年4月1日から平成11年3

月31日までの間に公務扶助料や

遺族年金等の受給権者が遺族内に

いなくなった方

■給付内容 額面24万円、 6年償還の記名国債
■請求窓口役場健康課

ft 34-2340（保健センター）

旧軍用けん銃の
回収にご協力を！！

旧軍用

けん銃

とは？

●戦時中軍隊関係者が持っ

ていたけん銃のことです。

●発見すれば、すぐに近く

の警察へ届けてください。

届け出ても処罰される心配はありません。

けん銃など違法銃器のことについて皆さん

の知っている情報をぜひご連絡ください。

ご協力をお願いいたします。

連絡先 愛媛県警察本部生活保安課

乞 089-934-0110

お年玉つき年買はがき
囮囮詞詞晦〕

ミ 韮 9
◎ 地

●愛媛県版

=如←• ̀  --.五＂“T↓ て̀ら町 ｀写；；•
み～ょiでヰ-へ｀•・,.,;：“̀ .. ‘砥っ・-ヽr＇ 亀•9‘ ・i ［ ． ． 

四 四

鳳 凰
1 2 

>びL_ ー油沼---:-必、＂”‘‘・:し <
,--4.-. -』--J -
.... •‘” ＊疇・ •’疇

9西予地区イベント情報(12月） I
八幡浜商工会議所記念講演会

八幡浜 ゜
とき 12月1日 （土）
0 ところ 八幡浜商工会館

〇講師 長谷川慶太郎氏

イルミネーション＆クリスマス会
野村 oとき 12月2日 （日）

0 ところ 野村町農業公園

長浜釈伝競争大会

長浜 0 とき 12月9日 （日）
0 ところ 長浜町本町スタート

大きな榎の木の下で

五十崎 °とき 12月15日 （土）
0 ところ 五十崎町豊秋河原

からリクリスマスパーティー

内子
0 とき 12月16El（日）
0 ところ 内子町フレッシュパ

ークからリ

山崎まさよしコンサート
宇和 0 とき 12月22日 （土）

0 ところ 宇和町文化会館
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1995・3 

1997 

1999 ・3 

2000・2 

2000・5 

2001・4 

2001・5 

鹿
野
川
湖
に
は
今
年
も

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
カ

モ
な
ど
の
渡
リ
鳥
が
飛
来

し
て
き
ま
し
た
。

深
き
森
の
静
け
さ
の

中
、
野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず

る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す。
町
内
で
生
息
す
る
野
鳥

を
題
材
に
木
々
の
木
目
を

生
か
し
、
鳥
の
姿
を
描
写

（
彫
リ
込
み
）
。
合
年
で

5

回
目
と
な
る
木
彫
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

作
者
は
、
長
浜
町
在
住

の
永
井
恭
平
氏
。
鳥
た
ち

の
向
こ
う
に
広
が
る
豊
か

な
自
然
を
木
の
中
に
表
現

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

お問い合わせ先

風の博物館 乞34-2181

平
成
1
3
年
1
2
月
8
日
ー
平
成
1
4
年
1
月
3
1
日

＊
展
示
期
間

―

ヽ

‘,j

ー
月
8
日
は
か
ら

2
 

1
月
7
日
団

＊
休
館
日

毎
週
失
曜
日

年
末
12
月
29
巳
か
ら

年
始
1
月
1
日
ま
で

＊
展
示
場
所

風
の
博
物
館
（
展
示
室
）

＊
展
示
点
数

木

彫

画

＊
入
館
料
几
又

一

舟

）
中
高
生

永井恭平氏略歴

愛媛県長浜町生まれ

日本大学経済学部卒業

25年の会社勤めの後、帰郷
木彫画を独学創作する

「えひめ暮らしの工芸展」

コンクールにて優秀賞

大丸心斎橋店にて個展

いよてつそごう個展

大丸神戸店個展

大丸心斎橋店個展

大丸東京店個展

び
じ
か
わ
の
風
と
野
鳥
た
ち

木

彫

画

展
〇
点
5
 

3
0
0
円

1
5
0
円

、.̀汎回＝甥ー勿茨菰防雹＠瞬＠営

11月は「建設雇用改善推進月間」です。

建設業を営む事業主の皆さん、職場の雇用

改善は進んでいますか。

若年労働者、技能労働者の育成・確保のた

めにも今一度、雇用管理面のチェックを行い

ましょう 。

（お問い合わせ先）

ハローワーク大洲（大洲公共職業安定所）

合 24-3191

人権問題に関する

12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

差別問題、児童生徒の「いじ

め」 ・体罰問題、家庭問題、近隣

関係等人権問題に関するあらゆる

相談（無料・秘密厳守）

平成13年12月4日（火）
午前9時～午後9時
フリーダイヤル 0120(025)550 
人権擁護委員（弁護士資格のある

者も含む）、法務局職員

職場でのトラプルでお困りの方へ
（愛媛労働局からのお知らせ）

10月1日から個別労働関係紛争解決促進法が
施行されました。

●個々の労働者と事業主の間の労働条件、募

集・採用、セクシュアルハラスメント等労

働関係のあらゆる紛争を対象とした援助を

行います。

①まず、総合労働相談コーナーで相談及び

情報提供を行います。

②次に、当事者間で解決が困難な場合には、

愛媛労働局長が、解決の方向について助

言・指導を行います。

③さらに、弁護士・大学教授から構成され

る紛争調整委員会が、紛争解決のための

あっせんを行います。

●お問い合わせ先

愛媛労働局総合労慟相談コーナー

ft089(935)5200（代）

大洲保健所の相談ごとご案内

①難病医療相談（予約制・無料）

日時毎月第 3火曜日 13時～15時

②精神保健福祉相談（予約制・無料）

日時毎月第 3金曜日 13時～15時

③エイス検査・相談（氏名不問・予約制・無料）

日時毎月第 1・3火曜日 11時～12時

④結核・一般健康診断（有料）

日時毎週火曜日 9時～10時

⑤ HTLV-1抗体陽性者相談

日時 電話相談 月曜日～金曜日（祝祭日を除く）

9時～16時30分

相談員は医師・保健婦・ケースワーカーです。

場所 大洲保健所2階健康相談室
匹 24-3165

.＇, 
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糾
直＼匿に移行加入を布勧り~1~\~/J~しま弓

農業者年金制度が大きく変わります。

先の通常国会で可決された新しい農業者年金制度が、平成14年 1月1日からスタートします。

新しい制度は、積立方式が採用され、加入者数などに影響されにくい長期的に安定した制度とな

ります。

また、食料・農業・農村基本法の理念に即した農業の担い手の確保が目的に掲げられ、意欲ある

担い手に対して政策支援として国から最高 5割の保険料が助成されます。

政策支援を受ける場合の20年要件は、現行制度と新制度の期間が通算されるとともに、政策支援

を受けた新制度の年金と現行制度の年金を併せて受給することができます。より安定した老後生活

を迎えるためにも、あなたもぜひ新制度に移行加入されるよう、お勧めします。

◆◆◆◆◆棄fしい制度はこうなります◆◆◆◆◆
＊農業に従事する方は、広く加入できます
農業に年間60日以上従事する60歳未満で、、国民年金第 1号被保険者であれば、農地等

の権利名義が無くても、誰でも加人できます。

＊新しい制度は積立方式です
納めた保険料とその運用益が、将来あなたの受給する年金の原資となります。

これまでの賦課方式（加入者の世代が受給者の世代を支える仕組み）と異なり、加入

者・受給者数などの影響を受けにくい、長期的に安定した制度になります。

＊農業者年金は、保険料に国庫助成のある公的年金制度です

現行制度に加入している平成14年 1月1日現在55歳未満で、 20年要件を満たす見込み

のある方は、全員が無条件で、平成16年12月まで保険料助成の対象となります。

＊保険料には、通常保険料と特例保険料があります

通常保険料（政策支援を受けない方が納付する保険料）

月額20,000円を下限とし、 1,000円刻みで、 67,000円まで増額することができます。

特例保険料（政策支援を受ける方が納付する保険料）

国の助成額を除いた額（月額20,000円一助成額）です。

＊納めた保険料は、全額社会保険料控除を受けられます

〔お問い合わせ先〕 肱川町農業委員会 ff 34-2311 
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森
林
組
合
だ
よ
り

現
在
の
日
本
は
高
齢
化
社

会
と
な
り
、
肱
川
町
も
同
様

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

お
年
寄
り
を
含
め
私
達
が
健

康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
乾

し
い
た
け
の
戻
し
汁
を
毎
日

使
う
事
を
お
薦
め
し
ま
す
。

乾
し
い
た
け
の
戻
し
汁
は
栄

養
満
点
の
上
、
風
味
、
う
ま

味
も
バ
ッ
グ
ン
で
、
成
人
病

等
の
薬
用
効
果
も
あ
り
ま

す。（
栄
養
ビ
タ
ミ
ン

B
群
や
ビ
タ
ミ

ン
D
、
及
び
微
量
の
い
ろ
い

ろ
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
ビ
タ
ミ
ン

D
は
カ
ル
シ

ウ
ム
を
骨
に
沈
着
さ
せ
る
働

き
を
し
、
育
ち
盛
り
の
子
供

や
妊
婦
、
骨
粗
縣
症
が
心
配

な
方
に
は
と
く
に
お
薦
め
し

ま
す
。

②
風
味
、
う
ま
味

し
い
た
け
の
ダ
シ
の
う
ま

味
は
「
グ
ア
ニ
ル
酸
」
で、

か
つ
お
節
の
「
イ
ノ
シ
ン

酸
」
、
こ
ん
ぶ
の

「
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
」
と
と
も
に

3
大
う

ま
味
成
分
の
一
っ
で
す
。
グ

ア
ニ
ル
酸
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

が
混
在
す
る
と
う
ま
味
の
相

乗
効
果
が
で
る
の
で
、
し
い

た
け
と
こ
ん
ぶ
を
一
緒
に
使

う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
薬
用
効
果

〈
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
低
下
〉
「
エ
リ
タ
デ
ニ
ン
」
と
い

う
物
質
が
成
人
病
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
コ
レ
ス
テ
ロ

ー

ル
を
体
外
に
出
し
、
肥
満
を

予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
動
脈

硬
化
を
防
ぎ
、
血
圧
を
下
げ

ま
す
。

〈
カ
ゼ
の
予
防
等
〉

菌
糸
や
胞
子
に
含
ま
れ
て

い
る

「
リ
ボ
核
酸
」
は
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
抵
抗
力
）

を
生
成
す
る
の
で
、
カ
ゼ
の

予
防
に
も
な
り
、
ま
た
、
か

乾
し
い
た
け
の
戻
し
汁
を

飲
み
ま
し
ょ
う
！

③戻し汁をコーヒー、紅茶等のお湯がわ
りに利用しましょう

④飲みや三〗スワノ
か
っ
て
も
軽
く
て
す
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
暑
気
、
便
通
、

嘔
吐
、
せ
き
、
下
痢
、
手
荒

れ
等
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
ガ
ン
、
エ
イ
ズ
を
抑
え
る
〉

き
の
こ
の
中
に
は
強
い
抗

腫
瘍
性
を
持
っ
て
い
て
ガ
ン

の
発
生
を
抑
え
た
り
、
進
行

を
止
め
る
働
き
を
す
る
も
の

が
あ
り
、
カ
ワ
ラ
タ
ケ
の

「
ク
レ
ス
チ
ン
」
、
し
い
た
け

の

「
レ
ン
チ
ナ
ン
」
は
副
作

用
の
無
い
制
ガ
ン
剤
と
し
て

公
に
認
め
ら
れ
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ

イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
）
ウ
イ
ル
ス
の
発
症
抑

制
に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

の類レ
）
＇ノ
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-
f
 

ゞ
昌

[
[
00

) ／
 

5/
-
コ一塩・

し

⑤作り置きして料理の助っとにしてください。肉
料理に合います

スキャ

めん
笠クて言ヮヽミニ＝乏

スーフ

①水 1Q十乾シイタケ（中） 4～ 5枚

ニ̀：]りdd̀その まま：了［口□□戸←—·
飲めます Q~ ↓り9

三；；5＿X贔c；）二、
②好みの方法で飲んで下さい

一晩戻す

）
 
,．V
 のみざき

けヽ

0`塩

[
〔
晶

0戸

庫

間
蔵

週

冷

ー

かんきつ類

13 I森林組合だより



第12/ill 然き属 心を鼎く人権梨会

大会スローガン

「気づこうよ 一人のために
肱川中学校 2年二宮

できること」
健太

第12回添ざ紀心を開く人権集会 第
12
回
「
熱
き
風
心
を

開
く
人
権
集
会
」
が
、
1
月

6
日
叫
午
後
1
特

30
分
か
ら

肱
川
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

町
内
の
各
種
団
体
（
肱
川
町

老
人
ク
ラ
ブ
他
22
団
体
）
で

構
成
す
る
肱
川
町
人
権
集
会

実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
最
初
に
、

肱
川
中
学
生
全
員
に
よ
る
さ

わ
や
か
な
歌
声
「
風
に
な
っ

て
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
行
事
で
は
、
「第

7
回
熱
き
風
心
を
開
く
人

権
集
会
の
講
師
で
あ
っ
た
中

山
英
一
先
生
は
、
自
分
の
行人権標語発表者の皆さん

編集•発行

肱川町公民館

ft (0893) 34 -2307 

:;'. 11 

正山小学校4年
兵藤裕樹さん

ク 1

肱川中学校2年
松本沙矢香さん

肱川分校 3年

門田知之さん

為
行
動
を
見
直
す
4
つ
の
視

点
と
し
て
、
命
の
大
切
さ
、

人
権
の
尊
さ
、
民
主
主
義
の

大
切
さ
、
科
学
的
認
識
の

4

点
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
自

分
の
行
為
を
見
直
し
て
み

る
。
家
族
の
あ
リ
方
を
見
直

し
て
み
る
。
と
な
リ
近
所
地

域
を
見
直
し
て
み
る
。
そ
の

貝
体
的
な
取
リ
組
み
こ
そ
敦

育
で
あ
リ
、
蓉
発
活
動
で
あ

る。

21
世
紀
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
リ
で
あ
る
。
歴
史
が

残
し
た
差
別
の
根
絶
と
世
情

で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
悲

し
い
出
来
事
に
つ
い
て
、
こ

の
集
会
で
皆
さ
ん
と
共
に
、

自
分
を
、
家
庭
を
、
そ
し
て

地
域
社
会
を
み
つ
め
、
同
じ

思
い
を
共
有
で
き
れ
ば
…
」

と
大
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

肱川町人権集会

大会長大野立志

リ
ま
し
た
。

今
年
新
た
に
人
権
標

語
の
発
表
を
取
リ
入

れ、

5
人
の
発
表
者
は

朗
読
し
た
後
に
、
自
分

の
つ
く
っ
た
人
権
標
語

に
託
す
思
い
を
発
表
し

ま
し
た
。
私
の
主
張
の

発
表
で
は
、
小
学
生

・

中
学
生
・
高
校
生
・
一

殿

（各
種
団
体

2
人）

の
代
表
者
が
熱
弁
を
ふ

る
い
ま
し
た
。
小
学
生

の
兵
頭
さ
ん
は
、
友
達

や
み
ん
な
に
や
さ
し
い

人
間
に
な
リ
た
い
と
、

中
学
生
の
松
本
さ
ん
は
、
何

気
な
い
一
言
で
大
切
な
友
達

を
無
く
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
、
高
校
生
の
門
田
さ
ん

は
、
い
じ
め
に
立
ち
向
か
っ

て
一
生
け
ん
め
い
に
生
き
る

様
を
力
強
く
表
現
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
谷
小
学
校

p
丁

A
の
中
塚
さ
ん
は
、
詐

今
の
凶
悪
事
件
に
対
し
て
親

の
心
境
を
重
ね
、
子
ど
も
た

l
i
 ち

の
未
来
が
甲
る
＜
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い

と
、
肱
川
町
役
場
職
員
会
の

徳
本
さ
ん
は
、
人
権
思
題
は

他
人
を
思
い
や
る
心
が
大

切
、
差
別
の
な
い
思
い
や
リ

の
あ
る
唄
る
い
町
の
実
現
の

た
め
に
人
権
周
題
に
真
剣
に

取
リ
組
み
た
い
等
、

5
人
の

皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
発
表

が
続
き
ま
し
た
。

熱心に学習する参加者（約370人）の皆さん
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講
演
会
で
は
、
家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
内
田
尭
子
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講

渓
「
親
と
子
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
）
」
に
会
場
の
雰
囲
気
が

和
み
ま
し
た
。
内
田
先
生
は
、

身
近
な
家
庭
敦
育
周
題
を

様
々
な
観
点
か
ら
と
ら
え
、

人
権
に
つ
い
て
、
子
育
て
に

つ
い
て
等
、
『
答
え
は
生
活

の
中
に
あ
る
』
と
い
う
こ
と

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
も
の

で
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、

う
な
ず
き
な
が
ら
講
演
を
聞

い
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

な
お
、
こ
の
集
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
後
日
記
録
集

と
し
て
町
内
の
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

ーヽ
。
し

講師 内田 玲子先生

小
学
生
の
部
ー

や
さ
し
い
な
心
の
ぬ
く
も

り
感
じ
よ
う

正
山
小

4
年

中

宮

千

鶴

や
め
よ
う
よ
い
じ
め
は
や

つ
ば
り
わ
る
い
こ
と

大
谷
小
4
年

徳

丸

勝

也

あ
な
た
の
ゆ
う
気
が
大
き

な
や
さ
し
さ

中
野
小
4
年

和

氣

誉

幸

笑
顔
の
友
た
ち
が
い
い

正
山
小

5
年

土

居

隆

介

だ
れ
で
も
最
初
は
と
て
も

不

安

だ

け

と

最

後

は

み

ん
な
友
だ
ち

大
谷
小

5
年

岡

本

小

夏

わ
た
し
と
あ
な
た
生
ま
れ

た
時
か
ら
平
等
た

中
野
小

5
年

沖

野

恵

理

加

元
気
な
バ
ワ
ー
で
差
別
を

な
く
そ
う
よ

予
子
林
小
5
年

大

森

小

織

や
さ
し
さ
は
み
ん
な
を
す

く

う

心

の

か

ぎ

予
子
林
小
5
年

東

建

二

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
や
さ

し
さ
の
心
正
山
小
6
年

小

山

あ

ゆ

み

大
じ
ょ
う
ぶ
あ
な
た
の
辺

に
は
ス
テ
キ
な
友
達

大
谷
小
6
年

平

田

朱

美

‘ クロッケー老年1I部で肱川チーム（大谷）が“優勝'’しました。

や
さ
し
さ
を
心
の
ポ
ス
ト

に

と

と

け

て

ね

中
野
小

6
年

冨

永

明

日

翔

つ
な
ご
う
よ
わ
た
し
と
あ

な

た

の

心

と

心

予
子
林
小
6
年

三

瀬

万

美

子

ー
中
学
生
の
部
ー
（肱
川
中
学
校
）

や
さ
し
さ
は
い
つ
で
も
君

の
す
く
そ
は
に

1
年

中

宮

隆

志

あ
な
た
に
も
信
じ
ら
れ
る

人
が
き
っ
と
い
る

1
年

大

森
喜
美
代

人
権
標
語
入
賞
作
品
紹
介

、,‘

気
つ
こ
う
よ
一
人
の
た
め

に
で
き
る
こ
と

2
年

二

宮

健

太

あ
な
た
か
ら
さ
そ
っ
て
み

よ
う
輪
の
中
に

2
年

松

本
沙
矢
香

優
し
い
心
必
ず
あ
る
は
ず

み
ん
な
に
も
3
年

徳
丸

憂
紀

さ
し
だ
せ
ば
そ
の
手
を
つ

か
む
友
が
い
る

3
年

宮

岡

み

ゆ

き

|
高
校
生
の
部
ー

（大
洲
高
校
肱
川
分
校
）

伝

え

た

い

偏

し

い

心

と

小
さ
な
勇
気
1
年

武
久
義

11
月
4
日
間
愛
媛
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
2

0
0
1
が
、
愛
媛
県
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
八
幡
浜
管
内
大
会
を
経

て
出
場
し
た

3
チ
ー
ム
の
選

手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
老
年

II
部
に
出
場

し
た
肱
川
チ
ー
ム
（
大
谷
）

が
、
予
選
リ
ー
グ
で
全
勝
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
長

浜
と
熱
戦
の
結
果、

見
事
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

肱
川
チ
ー
ム
（
大
谷
）

矢
野

悟
•

前
田

渡

辺

茂

雄

・
稲
田

I優勝 1肱川 I
決勝戦

＇ ③ 
亀
岡

頼
史

伝
え
よ
う
あ
な
た
の
優
し

さ

あ

た

た

か

さ

2
年

大

瀧

砂

織

贈

ろ

う

よ

勇

気

の

花

束

あ
の
人
へ3
年

高

橋

琴

美

ー

一
般
の
部
ー

一
人
一
人
の
心
に
と
も
そ

う

人

権

の

灯

山
崎
裕
加
（
藤
野
原
）

人
権
の
世
紀
実
現
し
よ
う

み
ん
な
の
手
で

沖
野
み
ど
り
（
広
常
）

勇
気
を
出
し
て
こ
ん
に
ち

は

心

の

窓

か

ら

元

気
な

あ
い
さ
つ

北
本

住
恵
（
小

薮）
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例
年
中
野
小
学
校
で
は
、

2
月
に
人
権
・
同
和
敦
育
参

観
日
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
さ
ら
に
人
権

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

人
権
強
化
月
間
が
始
ま
る

1

月
に
実
施
す
る
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

1
月
に

は、

EBJ
内
人
権
集
会
も
あ
る

、た
め
、
同
日
の
午
前
中
に
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
従
来
の
参
観
授

業
に
加
え
、
児
童
会
中
心
の

人
権
集
会
を
し
ま
し
た
。
授

業
で
は
道
徳
、
学
級
活
動
で

身
近
な
友
達
と
の
助
け
合
い

や
仲
間
づ
く
リ
‘
差
別
や
偏

見
、
平
等
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
、
部
落
差
別
か
ら
学
ぶ

人
と
し
て
の
生
き
方
な
ど
の

内
容
を
取
リ
上
げ
学
習
し
ま

し
た
。
発
達
段
階
や
児
童
の

実
態
に
応
じ
た
内
容
で
、
普

段
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
人
椎
・
同
和
敦
育
を
学
習

し
て
い
る
の
か
、
保
護
者
の

方
々
に
も
わ
か
っ
て
い
た
だ

-----------------

中

野

小

学

校

教

諭

山

崎

裕

加

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ

け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
集
会
で
は
、
手
話
を

入
れ
て

「
小
さ
な
世
界
」
を

全
校
で
歌
っ
た
後
、
人
権
標

語
や
作
文
発
表
、
全
児
童
参

加
の
ワ
—
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
保
護

者
の
方
々
か
ら
は
、
連
絡
帳

な
ど
を
通
じ
て
意
見
や
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
学
校
教
育
活
動

全
体
を
逹
じ
て
活
動
を
進
め

る
こ
と
で
、
児
璽
、
敦
職
員
、

保
護
者
の
人
権
意
識
を
高
め

た
い
と
考
乙
て
い
ま
す
。 て

第

15
期
お
四
国
学
級
第
2

回
目
の
研
修
を
、

10
月

22
日

よ
り

24
日
の

3
日
間
、
高
知

県
南
国
市
の
国
分
寺
か
ら

宇
和
町
の
明
石
寺
ま
で

15
ヶ

寺
を
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。

宿
泊
は
、
桂
浜
の
国
民
宿

舎
と
足
摺
岬
の
金
剛
福
寺
、

肱
川
町
よ
り
大
分
暖
か
い
気

候
で
し
た
。

・

館
長
さ
ん
か
ら
、
行
く

先
々
の
お
寺
と
地
域
の
、
歴

史
や
伝
説
の
紹
介
が
あ
っ

て
、
受
講
生

13
名
に
と
っ
て
、

こ
の
上
も
な
い
有
意
義
な
霊

場
め
ぐ
り
に
な
り
ま
し
た
。

3
日
目
に
高
知
県
幡
多
郡

を
通
り
ま
し
た
が
、

9
月

6

日
の
大
雨
で
、
堤
防
の
決
壊

第

15
期
お
四
国
学
級
巡

iL
の
旅

15期お四国学級生の皆さん

1•··············· ···················································································· ·· 
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平
成

13
年

11
月
か
ら
、

当
分
の
間
、
肱
川
町
歴
史

民
俗
資
料
館
を
休
館
し
ま

す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

カ
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
資
料
の

閲
覧
や
視
察
・
見
学
等
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
肱

川
町
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
町
公
民
館

6
3
4
|
2
3
0
7
 

肱
川
町
犀
史
民
俗
資
料
館

休
館
の
お
知
ら
せ
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〇
知
〇
せ

秋
も
日
増
し
に
深
ま
り
、

よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

肱
川
町
の
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
こ
し
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
来
る
11
月
1
8
日
、
肱

川
3
大
祭
り
の
一
っ

「
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
青
年
団
も
微
力
な
が

ら
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
青
年
団
一
同
首
を
長

く
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 青年団だより

A らu k A 
風をおこして～

‘-,, 

今
年
の
町
民
運
動
会
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
ね
。
私
は
、
記
録

係
と
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
準
偏
や
後

片
づ
け
な
ど
、
み
な
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

来
年
も
、
頑
張
リ
ま
し
ょ

う

。

ま

ゆ

み

10
月
7
日
、
隅
天
の
も
と

第

41
回
町
民
運
動
会
が
閏
催

さ
れ
ま
し
た
。
準
備
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
来
た
つ
も
リ
が
選

手
と
し
て
も
参
加
し
な
い
と

い
け
な
く
な
リ
、
団
体
リ
レ

ー
に
出
ま
し
た
。
他
の
競
技

も
見
て
い
て
、
と
て
も
お
も

し
ろ
く
、
こ
の
町
民
運
動
会
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た

。

ひ

か

る

合
年
も
去
年
に
引
き
続
き

進
行
係
。
そ
し
て
去
年
に
引

き
続
き
オ
ロ
オ

□す
る
ば
か

リ
で
役
に
た
っ
た
の
や
ら

・:。

で
も
力
の
限
リ
が
ん
ば

ら
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。t
 
来
年
も
楽
し
い
運
勧
会
に

な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
リ
ま
し

ょ

。

ナ

オ

ミ

10
月
14
日
に
郵
便
局
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
が
風
の
博
物
館

で
あ
リ
ま
し
た
。
中
予
地
区

か
ら
も
多
数
の
人
が
来
る
と

い
う
こ
と
で
我
々
四
青
年
団

も
駐
車
場
係
と
し
て
駆
リ
出

さ
れ
ま
し
た
。
つ

・
疲
れ

た

。

と

も

よ

し

——•• ●● 

!TTT7 戸 l,t寸 山
の
郵
便
配
達
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
に
駐
車
場
係
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
「
大
盛
況

で
ビ
ッ
ク
リ
1
1
~」
と
て
も
雲

い
一
日
で
し
た
。P
N
青
年
団
？

一
~

合
年
も
、
も
う
1
月
に
な

リ
ま
し
た
。
す
っ
か
リ
寒
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
す
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
月
の
A
S
u
k

A
は
、
ー
カ
月
遅
れ
で
す
が
、

町
民
運
動
会
に
つ
い
て
で
し

こ。t
 まだ
行
事
は
続
き
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

~
 

う。 口

ロ□
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昭
利

26
年

3
月
の
社
会
福
祉

事
業
法
制
定
に
お
い
て
、
全
国

及
び
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
規
定
さ
れ
、
社
会
福
祉
協

議
会
は
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
は
、
社
会
福
祉
事
業
法

制
定
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会

創
立

50
周
年
の
節
目
の
年
に
な

り
ま
す
。
50
年
と
い
う
年
月
の
中
で

様
々
な
変
革
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
特
に
、
介
護
保
険
法
、

社
会
福
祉
法
の
施
行
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
基
礎

構
造
が
大
き
く
進
め
ら
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
活
力
と
個
性
の
あ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
、
県
民
の
福
祉

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、

10
月

22
日
県
民
文
化
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
町

か
ら
も
民
生
児
童
委
員
な
ど

12

： 
， 
>。
齋ヘ← -9-, •S 

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
日
頃
積
極
的
に

福
祉
活
動
を
さ
れ
て
い
る
個
人
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
功
労
者
に
対

し
、
県
知
事
、
県
社
協
会
長
、

県
共
同
募
金
会
長
か
ら
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
か
わ
か
み
荘

の
土
井
健
司
さ
ん
が
社
会
福
祉

施
設
功
労
者
と
し
て
、
ヘ
ル
パ

ー
の
上
川
定
子
さ
ん
が
優
良
事

務
従
事
者
と
し
て
県
社
協
会
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
へ
参
加

fと
鱈

璽

9
-
二

脚

6

【健康優良老人表彰名簿】

平成13年度

10
月
26
日
、
午
前

9
時
か

ら
、
農
業
者
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
、
第
25
回
肱
川

町
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
が
、

会
員
2
0
5
人
の
参
加
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。
開
会
式
で
は
、
平
成

13
年

度
の
健
康
優
良
老
人
と
し
て

上
田
さ
ん
ほ
か

10
人
の
方
々

ヘ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

運
動
会
で
は
、
各
ク
ラ
ブ

対
抗
で
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
が
、
得
点
は
争
わ
な
い
こ

と
か
ら
、

1
種
目
終
了
ご
と

(11人）

クラブ名 部落名 氏名 生年月日 年齢 備考

中野 上田忠雄 T 6. 1.12 84 ヵ甲
中央
汗生 赤岩トキミ T12. 6. 8 78 女

広常 沖野 緑 T 11. 7.27 79 女
大谷
大平 上田オサヲ T 9.10.15 81 女

小薮 渡邊ミツヲ T 8 1.23 82 女
小薮
小薮 上田玉代 T14. 9.16 76 女

柳 森岡ミヨカ Tll. 7.2 79 女
予子林

市の畦 松本時衛 T 11.11.13 78 ヵ由

嘉城 山田富一 T 11.10. 4 79 ヵEEi 
正 山

道野尾 北川 文子 S 2.11.21 73 女

岩谷 菟野尾 久保アイ コ T 14. 8. 4 76 女

老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
開
催

に、

1
位
の
チ
ー
ム
は
、

3

回
II

バ
ン
ザ
イ
II

を
す
る
な

ど
し
て
盛
り
あ
が
り
ま
し
た。

競
技
終
了
後
は
、
大
洲
警

察
署
交
通
課
長
に
よ
る

「高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ

い
て
」
の
講
話
が
あ
り
、
高

齢
者
も
交
通
安
全
に
よ
り
一

層
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

昼
か
ら
は
、
各
ク
ラ
ブ
順

に
演
芸
を
行
い
、
飛
び
入
り

も
あ
る
な
ど
し
て
大
い
に
楽

し
み
、
親
睦
が
図
れ
た
一
日

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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｀叫部鋭恥径喰？-
保健衛生 保健センター合34-2340 12月の当直医

種窟 日（躍） 1ヽ:rー 事

成 6 （木）元気印教室

人

11侠） リハビリ教室

保

健 12（水）介護者敦室

12（水） 幼 児 敦 室
母

子

保
14唖 三種混合予防接種

健

19（水）乳児健康診査

燃やせないごみ I 
【収集日】 12月15日（土）
＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】

大和・中野・下鹿野川

上鹿野川 ・八重栗・上森山

京造 ・見の越・月野尾

正山地区・岩谷地区

予子林地区

古紙収集日

12月20日（木）

＊朝7時までに

指定の場所へ

犬の引取日

12月4日（失）・ 18日（失）

＊朝 9時までに役場へ連れ

てきてください。

19 I広報ひじかわ 224号

場 所 時 間 日（饂） 病院名 電話番号

2 （日）清家産婦人科医院 24-6868 
肱川町公民館 13:30-------16:00 

村上内科医院 23-3500 
9 （日）
米）II 医院 52-0165 

保健センター 13:00,,..__, 16:00 
16（日）大野内科医院 24-6800 

23（日）村上外科医院 24-2262 
保健センター 13:30-------15:00 般

24（月）岡本耳鼻科医院 24-3752 

保健センター 9:30"-'13:00 
30（日）亀井小児科医院 24-3ワ57

月・失 市立大 沙軋病院 24-2151 

保健センター 13:30,...__, 14:00 
救 水 加戸病院 24-5101 

急 木 大瀞I記念病院 25-2022 

保健センター 13:00~ 13:30 金～日 大洲'|中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

1土 道の駅オープンセレモニー
2 巳 名小学校学芸会
5 水 第1回町長杯グランドゴ）レフ大会
6 木 明朗大学
7 入亜 民生委貝会， El 駅伝・健康マラソン大会
14 金
民生委員会・定例巫落長

会 ・松島神社乙亥まつリ

18 火 町議会12月定例会 (~19日）
19 水 農業委負会
25 尖 税出張受入れ
28 ノ孟 仕事納め•消防団年末警戒 (~30 日 ）

行政相談

【日峙】

12月5日（水）

午後 1時30分～48寺30分

【場所】公民館青年室

【相談昌】福田 保

心配ごと相談

12月5日（水）相談昌福田 保

12月20日（木）相談員角田和三

［時間】午後 1時30分～4時30分

【場所】公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大う州商工会議所

12月5日（水） ・19（水）

内子町商工会

12月6日（木）・ 20（木）

慶弔

おすこやかに
れん

9/20 西山 蓮ちゃん（大屋敷）
しょういちろう

9/28 山崎祥一朗ちゃん（藤野原）
たけとら

10/17 出水竹虎ちゃん（汗生）

おしあわせに

（金田大輔さん （八重栗）

村上恵美さん （大洲市）

やすらかに

上田 照子さん

(80歳・嘉 城）

川木善男さん

(79歳・下鹿野川）

高橋安ーさん

(106歳・上嵯峨谷）



＜． 

-++、.&^←，`‘呵動会

10月17日、かわかみ荘で第3回ふれあ
い運動会が行われました。入所者とデイ

サービス利用者が赤組と白組に分かれ、

レイ送リ、車いすF1レース、パラソ）レ玉
入れと楽しい競技が続き、最後に職員に

よるカカシのダンスで会場は大爆笑に包

まれました。結果は白組の連続優勝とな

リましたが、参加者全員が一体となった

なごやかなふれあい違動会でした。

100歳を迎えて

12月で満100歳を迎えられる松田ヌ
イさん （郷）は、 9月15日、総理大臣
表彰を受けられました。眠鏡なしで、

お裁縫をされるのが日課だそうです。

これからも、ますますお元気で。
| 

（八幡浜地方局大）州出張所の福住所長か

．亡 表彰状を授与される松田ヌイさん）＿」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ま
ち
の
酷
詞
l

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
創
造
課

6
3
4
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．
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近
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．
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